
　　事業者 5 名

　　包括職員 1 名 住民代表(民生委員） 1 　名

　　利用者 0 名 　　市職員 0 　名

　　利用者家族 0 名 　　その他（　（町内会長 ）　           1 　名

スタッフ閲覧サイン

現在、サービス利用者（ショートスティ利用者2名を含む）は28名。レクリエーションで明治

　今後の課題 ●災害時の対応について

11/29地域で減災の会議を行う予定。

が難しい。

●グループホームそよかぜタンポポの家

9/16に入居者1名を看取る。食事がとれなくなったが、家族の希望で延命措置は行わず

自然な形での最後を迎えた。11/26会社全体での避難訓練を実施したが、3人の入居者

製菓工場見学が好評だった。11/18に会社全体で福祉用具担当者を招いて福祉用具の

実施。事故は3件発生した。その内2件が居室内で生じた。居室内での事故は予防するの

地震の時は屋外に避難するより施設内にいる方が安全かもしれない。ただ震度7以上では

賤機南小学校には飲料水の備蓄がある。中学校にはない。小学校ではトリアージもする。

現在、入居者18名。10/29インフルエンザ予防接種実施する。本人拒否のため1人は未

●民生委員

研修・体験を実施した。今後の目標としてはレクリエーション活動を充実させること。

●令和7年度第5回運営推進会議を令和8年1/23に開催予定。

備蓄倉庫に行っても貰えない。

●グループホームそよかぜ

を屋外に誘導するのが精一杯だった。食料の備蓄はあるが、飲料水は嵩張るので保管

　次回の予定

●民生委員

場所が課題である。可能であればガソリンも備蓄したいが、備蓄場所や方法が課題である。

施設に留まることは困難か。それでも介護施設が複数あることは住民の安心材料になる。

BCPも作成してあるが、実際何人の職員が出社できるか。

実際の震災では、その時に自分のいる地域でできることを協力し合うしかないだろう。

　　　　　　　　　　　　フォー・ユー２階会議室

　出席者

　内容

そよかぜタンポポの家グループホーム　　第4回　　運営推進会議議事録

　意見・要望

　日時 　　令和　7年　11月　28日　

　場所

●令和7年7月下旬～7年月9中旬までのそよかぜタンポポの家グループホームと他の運営について							

●小規模多機能そよかぜ陽だまりの家Ⅱ号館より


